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日
本
の
読
者
の
皆
さ
ま
へ

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
気
候
変
動
の
影
響
お
よ
び
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
核
発
電
所
〔

以
下
、

核
電

〕
の
危
険
性
は
、
21
世
紀
の
経
済
・
科
学
・
政

治
に
た
い
す
る
大
き
な
挑
発
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
活
発
な
論
争
が
行
わ
れ
て
い
る
。
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の
脱
却

は
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
と
ス
イ
ス
に
と
っ
て
は
政
治
的
に
決
着
済
み
の
問
題
で
あ
る
。
太
陽
光
と
風
力
に
よ
る
電
力
費
用
の
低
下
、
広

範
な
経
済
的
節
約
の
潜
在
力
に
よ
っ
て
、
核
脱
却
と
適
切
な
気
候
保
護
の
同
時
的
実
行
は
、
現
実
的
な
戦
略
と
な
っ
て
い
る
。
世
界
規

模
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
は
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
の
競
争
と
市
場
の
刺
激
が
野
心
的
な
効
率
化
戦
略
と
も
っ
と
結
び

つ
く
な
ら
、
一
段
と
強
力
に
推
進
で
き
る
だ
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
助
成
に
た
い
す
る
部
分
的
に

批
判
的
な
議
論
は
、
二
つ
の
点
で
人
を
惑
わ
す
も
の
だ
。
第
１
に
、
世
界
中
で
化
石
燃
料
源
に
た
い
す
る
国
家
の
補
助
金
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
市
場
導
入
を
加
速
化
さ
せ
る
助
成
金
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
。
第
２
に
、
太
陽
光
と
風
力
発
電
施
設
に
た
い
す
る
国

家
助
成
は
、
大
量
生
産
の
利
点
と
学
習
効
果
を
高
め
、
世
界
中
で
驚
く
べ
き
費
用
と
価
格
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
将
来
に
お

い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
技
術
革
新
の
効
果
を
高
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
は
島
国
で
あ
り
、
し
か
も
地
震
の
危
険
性
が
あ
る
か
ら
、
脱
炭
素
化
と
危
険
性
の
最
小
化
に
向
か
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実

現
す
る
と
い
う
、
特
別
に
や
り
が
い
の
あ
る
状
況
に
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
研
究
が
証
明
し
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
豊
富
な
国
」（
ト
ー
マ
ス
・
コ
ー
ベ
ル
ガ
ー
）
と
評
価
で
き
る
の
だ
。
太
陽
光
、

風
力
（
海
上
・
陸
上
）、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
水
力
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
獲
得
の
潜
在
力
は
、
ド
イ
ツ
よ
り
も
は
る
か
に
高
く
、
そ

れ
を
野
心
的
な
効
率
化
・
自
足
戦
略
〔

本
書
２
４
６

頁
以
下
参
照

〕
と
結
び
つ
け
れ
ば
、
ま
た
戦
略
的
な
電
力
網
の
拡
張
と
結
合
す
れ
ば
、
再
生
可
能
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エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
広
範
な
供
給
は
原
理
的
に
充
分
足
り
る
の
で
あ
る
（http://deepdecarbonization.org/w

p-content/uploads/ 

2015/09/D
D

PP_JPN
.pdf

）。

　

福
島
の
三
重
の
大
惨
事
（
地
震
、
津
波
、
核
炉
事
故
）
は
、
ド
イ
ツ
で
も
日
本
で
も
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
危
険
性
を
改
め
て
見
直
す
転

換
点
で
あ
っ
た
が
、
他
面
で
は
代
替
策
に
向
か
う
好
機
で
も
あ
っ
た
。
両
国
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
の
促

進
に
よ
る
利
点
の
問
題
や
、
復レ

ジ
リ
エ
ン
ス

元
力
と
国
際
競
争
力
の
問
題
は
、
比
重
の
差
こ
そ
あ
れ
、
楽
観
的
に
評
価
さ
れ
る
。
と
く
に
太
平
洋
沿

岸
に
位
置
す
る
核
電
は
、
津
波
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
人
間
・
自
然
・
社
会
に
と
っ
て
の
メ
ガ
危
険
性
〔

通
常
の
危
険
性
よ
り
も
１
０

０
万
倍
も
大
き
な
危
険
性　

〕
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
観
点
か
ら
し
て
も
そ
う
だ
。
ど
ん
な
商
業
保
険
で
も
こ
の
危
険
性
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
核
事

故
が
起
き
れ
ば
、
当
該
企
業
の
資
産
は
著
し
く
破
損
・
破
壊
さ
れ
る
か
ら
、
核
電
事
業
者
か
ら
は
実
質
的
な
賠
償
の
元
手
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
だ
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
張
が
電
気
に
よ
る
交
通
・
冷
暖
房
市
場
と
の
結
合
と
一
緒
に
な
れ
ば
、
蓄
電
・
情
報

通
信
技
術
・（
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
に
お
け
る
そ
の
他
の
）
革
新
的
要
素
に
お
け
る
革
命
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
産
業
の
高
度
な
技
術
革
新
能
力
を
基
礎
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
技
術
に
お
け
る
革
新
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
や
、
日
本
お
よ
び
世
界
の

持
続
可
能
な
発
展
へ
の
刺
激
を
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
背
景
と
し
て
、
２
０
１
６
年
、「
日
独
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
カ
ウ
ン
シ
ル
」（Germ

an-Japanese Energy T
ransition Council : 

GJET
C; http://w

w
w

.gjetc.org

）
が
創
設
さ
れ
た
〔

経
済
産
業
省
と
ド
イ
ツ
環
境
省
が
中
心
と
な
っ

て
組
織
さ
れ
、
ヘ
ニ
ッ
ケ
氏
は
そ
の
共
同
議
長

〕。
日
本
と
ド
イ
ツ
の
研
究
・
市
民
社
会
水
準
で

の
集
中
的
か
つ
恒
常
的
な
協
力
と
知
的
交
換
に
よ
っ
て
、
両
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
加
速
さ
せ
る
新
た
な
刺
激
と
相
乗
効
果
が
双
方

に
生
み
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

多
く
の
国
々
の
、
た
く
さ
ん
の
投
資
家
の
側
で
は
質
的
な
持
続
可
能
性
に
た
い
す
る
関
心
が
明
確
に
増
大
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、

ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
経
済
連
関
研
究
所
の
「
生
活
の
持
続
可
能
性
指
標
」（http://w

w
w

.eiiw
.eu/index.

php?id=4170&
L=1

）〔
本
書
１
７
７
〜

１
７
８
頁
参
照

〕
は
、
学
問
的
・
経
済
的
視
点
か
ら
の
立
脚
点
と
し
て
シ
グ
ナ
ル
に
な
る
。
こ
の
指
標
で
は
経
済

協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
適
正
な
総
合
的
指
標
を
も
と
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
や
、（
世
界
銀
行
［
Ｗ
Ｂ
］
に
よ
る
）
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効
率
的
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
、
環
境
と
調
和
す
る
財
の
相
対
的
な
国
際
競
争
力
な
ど
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
気

候
政
策
に
た
い
す
る
ア
メ
リ
カ
の
支
持
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
と
し
て
も
、
環
境
と
調
和
す
る
投
資
と
技
術
革
新
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
は
、
他
の
国
々
の
力
に
よ
っ
て
世
界
中
で
引
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
高
度
な
技
術
立
国
で
あ
る
日
本
と
ド
イ
ツ
は
そ
の
た
め

に
活
動
す
る
任
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
は
何
十
年
に
も
わ
た
っ
て
、
多
く
の
領
域
で
模
範
と
な
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
技
術
面
で
は
水
素
、
電
気
自
動

車
、
蓄
電
、
情
報
通
信
技
術
が
、
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
面
で
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
〔

電
気
製
品
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
を
、
現
在
製
品
化
さ

れ
て
い
る
も
っ
と
も
効
率
の
よ
い
製
品
の
性
能
か
、
そ
れ
以

上
の
水
準
に
設

定
す
る
方
式

〕
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
日
本
の
取
り
組
み
が
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
経
験
と
結
び
つ
け
ば
、
ア
ジ
ア
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
た
い
し
て
重
要
な
刺
激
を
生
み
出
せ
る
だ
ろ
う
。

　

ア
ジ
ア‒

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
間
で
学
問
的
・
経
済
的
協
力
が
強
化
さ
れ
れ
ば
、
巨
大
な
進
歩
的
効
果
が
長
期
的
に
約
束
さ
れ
る
。
日
本
と

ド
イ
ツ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
圏
内
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
れ
ば
、
両
国
の
協
力
強
化
に
よ
っ
て
、
強
大
で
積
極
的
な
国
際
的
効
果
を

生
み
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
は
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
指
導
的
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
一
緒
に
な
っ
て
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
新
種
の
技
術
革
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
技
術
革
新
領
域
と
し
て
の
「
産
業

４
・
０
」（
物
的
資
本
が
デ
ジ
タ
ル
化
・
ス
マ
ー
ト
化
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
第
４
の
革
命
）
は
、
持
続
可
能

な
経
済
政
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
気
候
・
資
源
保
護
の
一
部
と
し
て
機
能
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
気
候
問
題
を
緩
和

す
る
技
術
革
新
領
域
は
、
経
済
的
観
点
か
ら
は
（
高
度
技
術
立
国
の
協
力
強
化
に
よ
る
）
グ
ロ
ー
バ
ル
な
技
術
革
新
の
配
当
に
と
っ
て

好
機
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
の
著
作
『
福
島
核
電
事
故
を
経
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
』
の
日
本
語
版
は
、
日
本
と
の
協
力
に
貢
献
し
う
る
も
の
と
し
て
と
て

も
喜
ば
し
い
。
２
０
１
２
年
の
原
書
を
翻
訳
し
た
壽
福
眞
美
氏
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
）
に
心
か
ら
感
謝
す
る
。

　
２
０
１
７
年
７
月
13
日

 

ペ
ー
タ
ー
・
ヘ
ニ
ッ
ケ
／
パ
ウ
ル
・
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ヤ
ー
コ
プ
・
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
ス
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世
界
最
高
水
準
の
比
類
な
き
研
究
―
―
訳
者
は
し
が
き
に
代
え
て

　

本
書
は
、
真
の
革
命
の
書
で
あ
る
。
脱
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
脱
石
油
・
石
炭
の
理
論
的
・
歴
史
的
分
析
を
通
し
て
、
ド
イ
ツ
の
現
状
と

問
題
点
を
鋭
く
指
摘
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
な
く
世
界
全
体
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」
実
現
へ
の
展
望
を
具
体
的
に
描
い
た

最
初
の
本
で
あ
る
か
ら
だ
。
２
０
０
〜
２
５
０
万
年
前
の
バ
イ
オ
マ
ス
革
命
か
ら
18
世
紀
の
石
炭
革
命
、
19
世
紀
の
石
油
革
命
を
経
て
、

１
９
６
０
年
代
に
は
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
が
始
ま
っ
た
が
、
２
０
１
１
年
の
ド
イ
ツ
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」
は
、
こ
の
長
い
人
類
史
の

新
た
な
画
期
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
世
界
社
会
に
向
か
う
新
た
な
革
命
の
始

ま
り
を
告
げ
た
。

　

著
者
の
ペ
ー
タ
ー
・
ヘ
ニ
ッ
ケ
と
パ
ウ
ル
・
Ｊ
・
Ｊ
・
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」
を
理
論
的
・
政

策
的
に
推
進
し
て
き
た
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
気
候
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
を
拠
点
に
、
ド
イ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
な
く
、
世

界
中
で
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、
発
行
元
の
エ
コ
ム
出
版
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）
も
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
持
続
可
能
性
を
中
心
に
旺
盛
な
出
版

活
動
を
続
け
て
お
り
、
な
か
で
も
本
書
は
ド
イ
ツ
環
境
財
団
に
よ
っ
て
「
今
月
の
環
境
本｣

に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
読
者
に
と
っ
て
本
書
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
語
る
た
め
に
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」（
２

０
１
４
年
４
月
）
と
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」（
２
０
１
５
年
７
月
）
に
見
ら
れ
る
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
の

現
状
を
一
瞥
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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こ
の
「
計
画
」
と
「
見
通
し
」
に
は
大
き
く
六
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
①
お
お
む
ね
２
０
３
０
年
ま
で
の
中
期
的
な
計
画
で
あ
り
、

２
０
５
０
年
、
２
１
０
０
年
を
見
据
え
た
長
期
的
視
野
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
。
②
電
力
中
心
の
計
画
で
あ
り
、
熱
・
交
通
燃
料
を
含

む
総
合
的
・
体
系
的
計
画
で
は
な
い
こ
と
。
③
核
電
の
再
稼
働
・
輸
出
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
。
④
輸
入
に

依
存
す
る
化
石
燃
料
中
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
あ
る
こ
と
。
⑤
節
約
と
効
率
化
の
向
上
お
よ
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
張
に
関

す
る
数
値
目
標
が
な
い
こ
と
。
⑥
国
民
参
加
に
よ
る
計
画
の
立
案
、
政
策
決
定
、
実
行
、
監
視
の
過
程
が
明
確
で
な
い
こ
と
。
読
者
は

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
念
頭
に
置
い
て
本
書
を
ひ
も
と
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
本
書
の
分
析
と
提
言
は
、
現
時
点
で
世
界
最
高
水
準
の
域
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
比
類
な
き
研
究

で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
５
点
挙
げ
て
み
よ
う
。

　

第
１
に
、
核
電
に
内
在
す
る
過
酷
事
故
の
危
険
性
を
踏
ま
え
て
、「
安
く
て
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
核
電
力
」
の
欺
瞞
性
と
危

険
性
を
批
判
的
に
分
析
し
、
そ
の
重
大
な
分
析
結
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
経
済
産
業
省
〔
以
下
、
経
産
省
〕
は
最
近
（
２
０
１
７

年
12
月
）、
福
島
核
電
事
故
の
賠
償
・
除
染
（
真
実
は
移
染
）・
廃
炉
等
の
費
用
を
21
兆
５
０
０
０
億
円
！
に
引
き
上
げ
、
そ
の
大
部
分

を
東
京
電
力
で
は
な
く
、
国
家
つ
ま
り
私
た
ち
納
税
者
が
負
担
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
し
か
し
著
者
た
ち
に
よ
れ
ば
、
世
界
的
に
ど

の
核
電
の
賠
償
義
務
保
険
を
見
て
も
、
必
要
と
見
込
ま
れ
る
費
用
の
１
０
０
分
の
１
以
下
し
か
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
。
引
き
受
け
る

保
険
会
社
が
存
在
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
も
し
そ
れ
を
電
力
価
格
に
算
入
す
れ
ば
、
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
電
力
料
金
に
太
刀
打
ち

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
市
場
競
争
力
が
失
わ
れ
れ
ば
、
核
電
は
廃
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
見
か
け
上
「
安
価
な
核
電
力
」
を
人
為
的

に
つ
く
る
し
か
な
い
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
費
用
は
国
家
つ
ま
り
納
税
者
に
転
嫁
し
、
利
潤
は
核
電
事
業
者
が
独
占
す
る
。
こ
う
し
た

構
造
が
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
だ
（
危
険
と
費
用
の
社
会
化
！
、
利
潤
の
私
有
化
！
）。
著
者
は
こ
れ
を
「
隠

さ
れ
た
陰
の
補
助
金
」
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
こ
の
補
助
金
に
よ
る
核
電
力
の
見
せ
か
け
の
低
廉
化
は
、
市
場
経
済
の
原
則
、
つ
ま
り
「
外

部
費
用
の
内
部
化
」
と
「
原
因
者
負
担
原
則
」
に
矛
盾
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
見
せ
か
け
の
低
廉
化
は
、
一
方
で
は
国

家
財
政
の
長
期
に
わ
た
る
悪
化
を
招
き
（
福
島
の
21
兆
円
も
さ
ら
に
増
え
る
だ
ろ
う
！
）、
信
用
不
安
と
納
税
者
の
「
生
活
の
質
」
の
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切
り
下
げ
を
も
た
ら
す
。
他
方
で
は
、「
安
い
核
電
力
」
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
約
的
な
産
業
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
、

化
学
産
業
等
）
は
、
歪
ん
だ
「
国
際
競
争
力
」
に
よ
っ
て
輸
出
を
増
や
し
、
い
び
つ
な
国
際
分
業
体
制
を
つ
く
る
ば
か
り
か
、
石
炭
・

石
油
・
天
然
ガ
ス
起
源
の
電
力
を
大
量
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
増
に
も
加
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
２
に
、
世
界
の
各
種
研
究
機
関
の
報
告
を
基
に
し
て
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
化
石
燃
料
に
依
存
し
た
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
シ
ス
テ

ム
が
持
続
可
能
で
な
い
こ
と
を
論
証
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
持
続
可
能
性
を
主
張
す
る
報
告
・
研
究
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
。
現

行
の
シ
ス
テ
ム
は
、
自
然
が
許
容
す
る
循
環
の
枠
組
を
す
で
に
大
幅
に
超
え
て
い
る
（
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
貯
蔵
問
題
、
お
よ
び
気

候
変
動
問
題
を
考
え
て
み
れ
ば
よ
い
）。
も
し
新
興
国
や
開
発
途
上
国
が
工
業
先
進
国
並
み
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
水
準
に
達
し
た
と
す

れ
ば
、
生
存
の
自
然
的
基
盤
で
あ
る
惑
星
地
球
は
も
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
世
界
規
模
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
世
界
的
な
非
政
府
組
織
＝
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
た
と
え
ば
世
界
自
然
保
護
基
金
〔
Ｗ
Ｗ
Ｆ
〕
な
ど
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

専
門
家
機
関
（
た
と
え
ば
国
際
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
〔
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
〕
な
ど
）、
地
域
圏
機
関
（
た
と
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
〔
Ｅ

Ｕ
〕
な
ど
）、
国
際
機
関
（
た
と
え
ば
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
〔
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
〕、
国
連
環
境
計
画
〔
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
〕、
経
済
協

力
開
発
機
構
〔
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
〕、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
〔
Ｉ
Ｅ
Ａ
〕
な
ど
）
と
の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

第
３
に
、
ド
イ
ツ
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」
の
先
導
的
内
容
と
問
題
点
を
詳
細
か
つ
的
確
に
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
柱
は
三
つ
あ
る
。

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
化
の
向
上
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
絶
対
的
削
減
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
し
、
ド
イ
ツ
が
果
た
し
う
る
先
導
的
役
割
の
現
実
的
な
道
筋
を
九
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
２
０
５
０
年
の

数
値
目
標
）
の
比
較
分
析
に
よ
っ
て
論
証
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
効
率
化
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
大
幅
な
低
減
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
50
％
の
カ
バ
ー
、
石
炭
火
力
発
電
所
の
新
設
停
止
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
輸
入
の
大
幅
削
減
、
二
酸

化
炭
素
排
出
の
80
〜
95
％
削
減
等
を
、
実
現
可
能
な
共
通
目
標
と
し
て
抽
出
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
②
と
く
に
電
力
に
関
し
て
は
、

価
格
上
昇
の
ピ
ー
ク
が
２
０
２
５
年
頃
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
低
廉
化
す
る
こ
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
需
要
の
80
〜
１
０
０
％
を

カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
、
送
電
線
網
の
拡
充
は
ド
イ
ツ
鉄
道
の
送
電
線
の
併
用
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
転
換
ロ
ス
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（
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
31
％
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
い
！
）
は
、
適
正
サ
ー
ビ
ス
の
構
造
化
（
た
と
え
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
約
産
業
に
必

要
な
高
温
プ
ロ
セ
ス
熱
と
、
家
庭
用
暖
房
・
温
水
の
低
温
熱
の
区
別
）
に
よ
っ
て
大
幅
に
減
ら
せ
る
こ
と
、「
電
力
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
」〔
北

部
の
電
力
を
南
部
に
送
る
基
幹
送
電
線
網
〕
建
設
の
遅
れ
は
情
報
公
開
・
市
民
対
話
の
欠
如
、
ド
イ
ツ
・
ネ
ッ
ト
庁
の
独
占
、
ド
イ
ツ
環

境
省
の
不
参
加
等
に
原
因
が
あ
る
こ
と
等
を
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、
③
資
源
保
護
対
策
（
た
と
え
ば
希
少
金
属
・
希レ

ア
ア
ー
ス

土
類
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
不
充
分
さ
）
と
の
結
合
、
資
源
生
産
性
と
経
済
成
長
の
絶
対
的
分
離
（
前
者
の
効
率
化
率
が
後
者
の
成
長
率
を
上
回
る
）、
リ

バ
ウ
ン
ド
効
果
の
防
止
等
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
も
い
る
。
と
り
わ
け
こ
こ
で
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
」
が
「
文
化
革
命
」
を
欠
い
て
は
実
現
で
き
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
現
在
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
消
費
生
活
の
根
本
的
転
換
、

つ
ま
り
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
活
の
質
を
高
め
る
「
脱
物
質
化
」
が
提
起
さ
れ
る
。

　

第
４
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」
の
道
筋
に
つ
い
て
具
体
的
な
展
望
を
提
示
し
、
ド
イ
ツ
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
明
確
に
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
核
大
国
フ
ラ
ン
ス
と
で
は
な
く
、
太
陽
光
発
電
に
適
し
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
、
北
ア
フ
リ
カ

諸
国
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
財
政
危
機
を
解
決
し
て
こ
れ
ら
の
国
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導

入
・
促
進
す
る
た
め
の
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
、
ド
イ
ツ
核
産
業
の
核
電
輸
出
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ル
ー
マ
ニ
ア
！
）
を
阻
止
す
る
こ
と
、

等
々
で
あ
る
。

　

第
５
に
、
き
わ
め
て
平
易
な
記
述
に
よ
っ
て
、
専
門
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般
の
市
民
や
学
生
に
も
理
解
し
や
す
い
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
電
力
業
界
の
賠
償
義
務
保
険
制
度
の
構
造
、
そ
こ
で
働
く
力
学
は
非
常
に
複
雑
で
こ
み
入
っ
て
お
り
、

な
か
な
か
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
・
ス
イ
ス
・
日
本
の
比
較
を
通
じ
て
、
数
式
を
使
わ
ず

に
そ
の
カ
ラ
ク
リ
を
解
き
明
か
し
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
カ
ラ
フ
ル
な
図
版
を
豊
富
に
収
め
、
と
て
も
見
や
す
い
の
も
読
者
に
と
っ
て

魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
文
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
著
者
た
ち
の
略
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
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ペ
ー
タ
ー
・
ヘ
ニ
ッ
ケ
（
１
９
４
２
年
、
ヴ
ァ
ル
テ
生
ま
れ
）
は
、
１
９
８
８
年
か
ら
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
大
学
教
授
で
あ
り
、
フ

ラ
イ
ブ
ル
ク
の
エ
コ
研
（
応
用
エ
コ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
の
理
事
を
務
め
る
傍
ら
、
２
０
０
０
年
に
は
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
気
候
・
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
所
長
と
な
り
活
動
し
た
。
１
９
８
７
〜
９
４
年
に
ド
イ
ツ
（
連
邦
）
議
会
〔
衆
議
院
〕
専
門
家
調
査
委
員
会
「
大

気
保
護
に
対
す
る
事
前
配
慮
」
委
員
、
２
０
０
０
〜
２
０
０
２
年
に
は
同
委
員
会
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
リ
ベ
ラ
ル
化
の
条
件
下
に
お
け

る
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
」
委
員
を
務
め
、
科
学
・
研
究
に
立
脚
し
た
政
治
の
実
現
に
も
努
力
し
た
。
２
０
１
４
年
に
は
「
ロ

ー
マ
・
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
と
な
り
、
ド
イ
ツ
（
２
０
１
４
年
）
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
２
０
１
５
年
）
に
お
い
て
環
境
賞
も
受
賞
し
た
。

現
在
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
た
め
に
中
国
や
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
世
界
各
地
を
飛
び
回
り
、
日
本
に

も
た
び
た
び
訪
れ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
６
月
に
は
経
産
省
と
ド
イ
ツ
環
境
省
主
催
の
「
日
独
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
カ
ウ
ン
シ
ル
」（
東

京
）
に
共
同
議
長
と
し
て
参
加
し
た
（
２
０
１
５
年
段
階
の
ド
イ
ツ
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ニ
ッ
ケ
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
―
好
機
と
挑
戦
」〔
舩
橋
晴
俊
・
壽
福
『
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
―
ド
イ
ツ
の
現
在
、
未
来
の
日
本
』
法
政
大
学
出
版
局
、
２
０
１
６
〕

が
最
新
か
つ
詳
細
で
あ
る
）。

　

パ
ウ
ル
・
Ｊ
・
Ｊ
・
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
ス
（
１
９
５
７
年
、
デ
ュ
レ
ン
生
ま
れ
）
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
と
ポ
ツ
ダ
ム
両
大
学
の
教
授
を

経
て
、
２
０
０
４
年
か
ら
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
大
学
で
マ
ク
ロ
経
済
理
論
を
教
え
て
い
る
。
同
年
、
国
際
コ
ン
ド
ラ
テ
ィ
エ
フ
財
団
の
銀

賞
を
受
賞
し
、
同
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
経
済
連
関
研
究
所
の
所
長
も
務
め
て
い
る
。

　

本
書
は
、
法
政
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
所
の
出
版
助
成
を
受
け
て
出
版
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
山
田
洋
編
集
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
評
論
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
す
る
。
２
０
１
７
年
７
月
23
日
の
同
研
究
所
主
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
創
る
―
『
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
２
０
５
０
』
を
構
想
す
る
た
め
に
」
を
契
機
に
、

急
遽
出
版
計
画
に
組
み
入
れ
公
刊
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　
２
０
１
８
年
１
月 

壽
福
眞
美

　

福
島
核
電
事
故
を
経
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
／
目
次　
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